
第 号

北 海 道 後 志 総 合 振 興 局

特　　記　　仕　　様　　書

業 務 番 号

業 務 名

103

尻別川地区機能強化･老朽化対策測量設計調査委託業務



1 北海道森林土木工事測量調査設計業務等共通仕様書の適用

2 概数

3 設計書の作成について

4 照査技術者について

5 成果品について

（１）

（２）

（３）

6 指定部分について

○業務内容

○成果品

・別紙２「成果品内訳（指定部分）」のとおり。

件1.00現地調査

件1.00施設設計等（山腹工）

ha0.18山腹平面測量（内業）

100m0.80山腹縦断測量（内業）

　本業務は、「北海道　森林土木工事測量調査設計業務等共通仕様書（令和６年４月改訂版）」に基づき実
施すること。

　公示用設計書の内訳書等の「摘要」又は「備考」欄に「概数」と記して示した数量は、概数であり、必要
に応じて設計変更をする。
　また、概数に係るものの実施にあたっては、業務担当員と実施時期、実施方法等について打ち合わせを行
い、承諾を得た上で実施すること。
　なお、設計上過大な出来高に対して変更するものではないので留意すること。

　本業務を行うにあたっては、照査技術者を定め、発注者に通知するとともに、業務の指定部分完了時及び
業務完了時において、照査を行った状況を照査内容報告書として取りまとめ、管理技術者に提出すること。
　また、管理技術者は、照査技術者から提出のあった照査内容報告書を発注者に提出すること。

　本業務における成果品については、別紙１「成果品内訳」により提出することとし、これに依りが
たい場合は、業務担当員に協議すること。
　また、平面図は、施工に必要な事項や位置を図示したものを作成すること。

　本業務は電子納品対象業務とする。電子納品の運用にあたっては、「電子納品運用ガイドライン
【森林土木業務編】（平成27年 7月）」（以下「ガイドライン」という。）に基づくものとし、業務
担当員と協議のうえ、電子化の範囲等を決定しなければならない。

　成果品は、「国土交通省の電子納品要領（案）及び関連基準（案）等を準用して作成した電子デー
タを電子媒体（CD-R）で正副１部ずつ提出する。「ガイドライン」及び「要領」に記載のない項目に
ついては、原則として電子データを提出する義務はないが、「ガイドライン」及び「「要領」の解釈
に疑義がある場合は業務担当員と協議のうえ、電子化の是非を決定する。なお、電子化の困難な資料
及び打合せ簿、委託業務月報等の押印された書類については、紙による成果品を１部納品する。ま
た、Ａ３版縮小の設計図を１部紙で納品する。

「調査測量測量業務等共通仕様書」第2章2-2に、「寸法単位は、mmとする。」と記載されているが、この業
務については図面に表示する寸法等の単位は"ｍ"とし、詳細図や標準図などｍによりがたい場合はmm単位と
する。

　本業務のうち、指定部分に係る業務内容、成果品は次のとおりとし、令和６年７月１０日までに完了する
こと。また、全体計画調査の結果について、関連づけること。

項 目 数 量 単位 備 考

測量業務 港町地区

踏査選点 0.18 ha

山腹平面測量（外業） 0.18 ha

山腹縦断測量（外業） 0.80 100m

平面図作成 1.00 件

設計業務 港町地区

基本的事項検討 1.00 件

設計計画（山腹工） 1.00 件

設計説明書等作成 1.00 件



7 参考文献等

（１） 治山技術基準解説（総則・山地治山編）（(社)日本治山治水協会発行）

（２） 治山技術基準解説（防災林造成編）（林野庁監修）

（３） 治山技術基準解説（保安林整備編）（林野庁監修）

（４） 治山技術基準解説（地すべり防止編）（林野庁監修）

（５） 治山技術基準解説（運用）（北海道水産林務部林務局治山課監修）

（６） 治山構造物基礎調査設計の方法について（北海道水産林務部林務局治山課監修）

8 業務処理計画書について

9 委託業務施行成績について

　本業務は、施行成績評定対象業務である。

　本業務における構造規模等の技術上の基本的事項は、次の文献（各最新版）に依ること。
　また、その他の文献、資料、カタログ等による事項においては、その根拠を明確にし、報告書に名称等を
記載すること。

　本業務箇所までの通勤に係る交通事故防止対策、現地測量時等の労働災害防止対策について、具体的な対
策を業務計画書に記載するとともに、当該対策について必ず実施すること。
　また、緊急時（災害時含む）の連絡体制等について明確に記載し、業務関係者に周知すること。



1式数量計算書

成　果　品　目　録(指定部分)

成 果 品 項 目 設 計 項 目 規 格 等
提 出 部 数

摘要
紙 電 子 媒 体

【測量業務】 （港町地区）

測量業務報告書 計画資料報告書 A4版 1式
正副
2部

工種配置決定理由等

計算簿 A4版 〃 〃 基準点設置等

成果表 A4版 〃 〃

土質の概要報告書 A4版 〃 〃

〃 〃

仮ＢＭ・縦断

現地写真等 A4版

観測手簿 〃 〃 仮ＢＭ・縦断･横断詳細

設計図 平面図ほか 〃 〃 設計業務による

【設計業務】 （港町地区）

設計業務報告書 設計業務成果概要書 A4版 〃 〃

設計計算書等 〃 〃

実施した場合〃〃

設計説明書ほか

流量計算・安定計算

照査 〃 〃

その他参考資料 〃 〃

設計図 位置図 1/25,000 1式
正副
2部

平面図 A1版1/1000、A3版1/2000 〃 〃 等高線の間隔は2ｍ

縦断面図
（山腹工）

1/100
1/200

〃 〃

構造図 A1:1/100、A3:1/200 〃 〃

詳細図 A1:1/20、A3:1/40 〃 〃

標準図 1/100～1/200 適宜 〃

〃

現地踏査結果



成　果　品　目　録

成 果 品 項 目 設 計 項 目 規 格 等
提 出 部 数

摘要
紙 電 子 媒 体

【測量業務】 (能津登団地)

測量業務報告書 計画資料報告書 A4版 1式
正副
2部

工種配置決定理由等

計算簿 A4版 〃 〃 基準点設置等

成果表 A4版 〃 〃 仮ＢＭ・縦断

土質の概要報告書 A4版 〃 〃

現地写真等 A4版 〃 〃

観測手簿 〃 〃 仮ＢＭ・縦断･横断詳細

設計図 平面図ほか 〃 〃 設計業務による

【設計業務】 (能津登団地)

設計業務報告書 設計業務成果概要書 A4版 〃 〃 設計説明書ほか

〃1式数量計算書

流量計算・安定計算設計計算書等 〃 〃

平面図 A1版1/1000、A3版1/2000 〃 〃 等高線の間隔は2ｍ

設計図 位置図 1/25,000 1式
正副
2部

別紙　経過点検業務仕様書

〃 〃

治山施設経過点検

縦断面図
（山腹工）

1/100
1/200

構造図 A1:1/100、A3:1/200 〃 〃

標準図 1/100～1/200 適宜

【治山施設経過点検業務】

【調査業務】 (能津登団地)

調査報告書 A4版 〃 〃

調査の記録 A4版 〃 〃

コア－箱または標本試料 A4版 〃 〃 原本

写真 A4版 〃 〃

調査位置案内図 A3版 〃 〃

調査位置平面図 A3版 〃 〃

土質または地質断面図 A3版 〃 〃

ボーリング柱状図 A3版 〃 〃

現地踏査結果 〃 〃 実施した場合

照査 〃 〃

その他参考資料 〃 〃

詳細図 A1:1/20、A3:1/40 〃 〃

〃



【経過点検】 

治山施設 経過点検 業務仕様書 

 

第１ 適用 

 １ この仕様書は、北海道水産林務部（以下、「道」という。）が、治山事業施行地（以下「施行地」

という。）において、治山施設の外観・周辺を目視により観察し、必要に応じて簡易な計測等を

実施する業務（以下「経過点検」という。）を、委託者の委託により、受託者が行う経過点検の

一般仕様を定めるものである。 

 ２ この治山施設経過点検業務仕様書は、道が実施する経過点検に適用するものとする。 

 ３ この仕様書に定めのない事項は、北海道森林土木工事測量調査設計業務等共通仕様書を準用

するとともに、委託者の指示によるものとする。 

 ４ 設計図書に記載された事項は、この仕様書に優先するものとする。 

 

第２ 業務の内容等 

受託者は、委託者が示した施行地を含む調査地区において、治山施設の詳細位置及び異常の有無

を確認することを目的に、経過点検を実施するものとする。 

また、経過点検の結果は、「治山施設経過点検結果整理表」に記載するものとする。 

業務区分毎の内容については、「表－１」のとおり。 

 

 

業務の単位については、「治山施設経過点検結果整理表」の施設毎とし、同一施工区域内で 

あっても施設数はまとめない。 

 

第３ 設計変更 

現地調査の結果、経過点検の実施が困難な場合や、経過点検の結果、詳細点検の必要性が認めら

れる場合について、委託者と受託者で協議の結果、点検内容や箇所数に変更があった場合は、設

計変更を行うものとする。 

（表－１）経過点検の業務の内容

事前調査 内業 調査計画
　治山台帳等の既存資料から、経過点検を実施する箇所を設定し、点検対象の
構造物の位置、諸元、保全対象等を把握する。

位置確認 　点検対象の構造物の詳細位置を確認して、図面上の位置・座標を記録する。

目視観察
簡易計測

　点検対象の構造物の外観を目視により観察するとともに、必要に応じて携帯
用の計測機器等で計測を実施して、施設の異常の有無及び施設異常の概要を把
握して記録する。

写真撮影
　点検対象の構造物の状況について、全景、異常部位の状況の写真撮影を実施
する。

取りまとめ 内業
帳票作成
写真整理

　点検対象の構造物について、施設詳細位置（座標値）、施設異常の有無等の
現地調査の結果を帳票に記載するとともに、写真を整理し保存して、報告書を
作成する。

業務区分 内容

　点検対象の構造物について、施設詳細位置の把握及び、目視観察等を実施して、施設の異
常の有無及び施設異常の概要を把握する。
　委託者が治山施設経過点検結果整理表で示す治山施設について現地調査を実施する。
　委託者が示した以外の治山構造物が現地で確認された場合は、当該構造物についても現地
調査を行い取りまとめるものとする。

現地調査 外業



【経過点検】 

第４ 業務の報告 

受託者は、現地調査の結果により、構造物の健全度が著しく低い場合や、保全対象との近接度か

ら、構造物に異常があった際に、保全対象へ影響を与えるおそれが高い場合は、速やかに委託者

へ点検結果を報告するものとする。 

 

第５ 成果品 

受託者は、経過点検結果に基づき次の各号に掲げる資料を作成し、委託者の指定する期日までに

各１部を提出するものとする。また記録媒体（CD・DVD 等）を１部提出するものとする。 

 １）点検箇所位置図 … 国土地理院地図等（1/50,000）を用いて、点検箇所を示したもの。 

 ２）点検施設配置図 … 施設配置図を用いて、施設の詳細位置と異常の有無、新たに把握した 

情報等を示したもの。 

 ３）治山施設経過点検結果整理表 … 現地調査の結果把握した、詳細位置情報（記載する座標値

は世界測地系（WGS84）とする）、施設異常の有無等を記載

する。 

 ４）点検施設写真 … 点検状況がわかる代表写真を紙印刷するとともに、点検した各施設写真を 

電子データで納品する。 

  

 

 

紙 電子媒体

【治山施設点検業務】

点検箇所位置図 現地調査 1 1

点検施設配置図 現地調査 1 1

治山施設経過点検
結果整理表

現地調査
取りまとめ

A4版 1 1

点検施設写真
現地調査

取りまとめ
1 1

代表写真のみ
紙印刷する

成　果　品　目　録

成果品項目 設計項目 規格等
提出数量

摘要



報告様式

受託者記入欄

° ′ ″ ° ′ ″ 有 無
304001201 0070 蘭越町 42 45 43 140 25 17 S33 目名川 崩壊地復旧 堰堤工 玉石コンクリート 39 6.5 1.1 407.7 H31 Ⅱ
304001301 0070 蘭越町 42 45 43 140 25 16 S34 三之助沢 崩壊地復旧 堰堤工 玉石コンクリート 47.5 6.5 1 515 2017/6/22 Ⅱ
304001501 0070 蘭越町 42 46 25 140 24 46 S35 三之助沢 崩壊地復旧 堰堤工 玉石コンクリート 40 5.5 1 513.7 H31 Ⅱ
304002101 0078 蘭越町 42 48 46 140 25 58 S38 ツバメの沢 特殊緊急治山 堰堤工 コンクリート 45 5.5 0.9 484.2 H30 Ⅱ
304002203 0070 蘭越町 42 45 29 140 24 41 S38 三之助沢 崩壊地復旧 堰堤工 玉石コンクリート 2 113 H31 Ⅱ
304002301 0081 蘭越町 42 49 39 140 24 29 S39 畑下の沢 特殊緊急治山 床固工 コンクリート 34.5 4 1 195.1 2017/11/9 Ⅱ
304002401 0070 蘭越町 42 45 58 140 25 16 S39 三之助沢 崩壊地復旧 床固工 玉石コンクリート 1 28.5 4.5 1 200.6 H31 Ⅱ
304002601 0038 蘭越町 42 47 43 140 35 52 S40 寺の沢 小規模治山 谷止工 コンクリート 31.6 H31 Ⅱ
304002801 0066 蘭越町 S42 カイガラ沢 予防治山 堰堤工 玉石コンクリート 61.5 6.5 1.2 501.5 2015/10/27 Ⅰ
304003801 0038 蘭越町 S48 昆布 復旧治山 水路工 半円コルゲート 212 m 2010/5/30 Ⅰ
304005401 0038 蘭越町 S55 寺の沢地先 復旧治山 土留工 コンクリート 43 m 2014/6/13 Ⅰ
304005402 0038 蘭越町 S55 寺の沢地先 復旧治山 土留工 コンクリート 14 m 2014/6/13 Ⅰ
304006401 0038 蘭越町 S59 寺の沢 小規模治山 雪崩防止柵工 鋼製 3 基 2014/6/13 Ⅰ
304006501 0030 蘭越町 S59 日の出の沢 小規模治山 土留工 コンクリート 8 m H31 Ⅰ
304006502 0030 蘭越町 S59 日の出の沢 小規模治山 土留工 コンクリート 11 m H31 Ⅰ
304006503 0030 蘭越町 S59 日の出の沢 小規模治山 水路工 トラフ 10 m H31 Ⅰ
304007201 0002 蘭越町 42 52 37 140 21 45 S62 北沢地先 復旧治山 土留工 コンクリート 76 m 2022/6/27 Ⅰ
304007202 0002 蘭越町 42 52 37 140 21 45 S62 北沢地先 復旧治山 張工 網 2590 m2 2022/6/27 Ⅰ
304007301 0029 蘭越町 S62 黄金の沢 復旧治山 床固工 コンクリート 46 3 1.2 238 2015/10/29 Ⅰ
304008101 0061 蘭越町 42 43 6 140 24 19 H02 上目名その１ 重要流域保安林総合整備 土留工 コンクリート 51 m H31 Ⅱ
304008102 0061 蘭越町 42 43 6 140 24 17 H02 上目名その１ 重要流域保安林総合整備 土留工 コンクリート 20 m H31 Ⅰ
304008701 0029 蘭越町 42 48 51 140 35 56 H03 黄金の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 17 m H31 Ⅰ
304009202 0029 蘭越町 42 48 52 140 35 53 H04 黄金の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 13 m H31 Ⅰ
304009203 0029 蘭越町 42 48 52 140 35 54 H04 黄金の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 11 m H31 Ⅰ
304010201 0023 蘭越町 42 49 59 140 34 10 H06 浅瀬の沢 復旧治山 床固工 コンクリート 50 3.5 1.2 292 2022/6/30 Ⅰ
304010701 0029 蘭越町 42 48 45 140 35 44 H07 黄金の沢 復旧治山 集水井工 ライナープレート 14 m H31 Ⅰ
304010702 0029 蘭越町 42 48 45 140 35 44 H07 黄金の沢 復旧治山 暗渠工 集水ボーリング 720 m H31 Ⅰ
304011101 0016 蘭越町 42 49 24 140 31 31 H08 北原地先 復旧治山 土留工 コンクリート 32 m 2022/6/27 Ⅰ
304011102 0016 蘭越町 42 49 24 140 31 31 H08 北原地先 復旧治山 土留工 コンクリート 24 m 2022/6/27 Ⅰ
304011103 0016 蘭越町 42 49 24 140 31 31 H08 北原地先 復旧治山 土留工 コンクリート 21 m 2022/6/27 Ⅰ
304011104 0016 蘭越町 42 49 24 140 31 31 H08 北原地先 復旧治山 水路工 トラフ 18 m 2022/6/27 Ⅰ
304011401 0016 蘭越町 42 49 18 140 31 28 H08 問谷地先 予防治山 土留工 コンクリート 38 m 2022/6/27 Ⅰ
304011402 0016 蘭越町 42 49 18 140 31 28 H08 問谷地先 予防治山 法枠工 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 575 m2 2022/6/27 Ⅰ
304012001 0016 蘭越町 42 49 16 140 31 27 H09 橋本地先 小規模治山 土留工 コンクリート 2022/6/27 Ⅰ
304012101 0056 蘭越町 42 48 45 140 35 42 H09 黄金の沢 復旧治山 水路工 フリューム 433 m H31 Ⅰ
304012201 0077 蘭越町 42 48 05 140 26 18 H09 今村地先 予防治山 土留工 コンクリート 40 m 2022/6/27 Ⅰ
304012501 0029 蘭越町 42 48 23 140 37 04 H10 黄金地区 復旧治山 土留工 鋼 141 m 2022/6/27 Ⅰ
304012502 0029 蘭越町 42 48 23 140 37 04 H10 黄金地区 復旧治山 水路工 コルゲート・トラフ 184 m 2022/6/27 Ⅰ
304012901 0077 蘭越町 42 48 17 140 26 35 H11 吉田地先 小規模治山 土留工 コンクリート 24 m 2022/6/27 Ⅰ
304012902 0077 蘭越町 42 48 17 140 26 35 H11 吉田地先 小規模治山 土留工 コンクリート 18 m 2022/6/27 Ⅰ
304012903 0077 蘭越町 42 48 17 140 26 35 H11 吉田地先 小規模治山 水路工 トラフ 41 m 2022/6/27 Ⅰ
304013801 0030 蘭越町 H19 発電所の沢 復旧治山 谷止工 コンクリート 21 6 1.2 182.9 2010/6/12 Ⅰ
304014001 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 12 m 2017/8/23 Ⅰ
304014002 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 11 m 2017/8/23 Ⅰ
304014003 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 9 m 2017/8/23 Ⅰ
304014004 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 8 m 2017/8/23 Ⅰ
304014005 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 32 m 2017/8/23 Ⅰ
304014006 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 土留工 コンクリート 9 m 2017/8/23 Ⅰ
304014007 0030 蘭越町 H20 発電所の沢 復旧治山 水路工 トラフ 297 m 2017/8/23 Ⅰ
304014201 0016 蘭越町 H21 橋本地先 小規模治山 水路工 トラフ 50 m 2022/6/27 Ⅰ
304014203 0016 蘭越町 H21 橋本地先 小規模治山 法枠工 現場吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ 432 m2 2022/6/27 Ⅰ
304014301 0016 蘭越町 42 49 16 140 31 27 H22 橋本地先 小規模治山 水路工 トラフ 28 m 2022/6/27 Ⅰ
304014305 0016 蘭越町 42 49 16 140 31 27 H22 橋本地先 小規模治山 法枠工 現場吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ 357 m2 2022/6/27 Ⅰ
304014501 0016 蘭越町 H23 橋本地先 小規模治山 柵工 なだれ予防柵 28 m 2022/6/27 Ⅰ
304014701 0016 蘭越町 H24 橋本地先 小規模治山 柵工 なだれ予防柵 36 m 2022/6/27 Ⅰ
304014801 0037 蘭越町 H24 発電所の沢 小規模治山 水路工 トラフ 23 m 2014/4/28 Ⅰ
304014901 0016 蘭越町 H24 橋本地先 小規模治山 柵工 なだれ予防柵 44 m 2022/6/27 Ⅰ
304015302 0016 蘭越町 42 49 15.5 140 31 26.8 H25 橋本地先 小規模治山 法枠工 現場吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ 98 m2 2022/6/27 Ⅰ
304015504 0016 蘭越町 H26 橋本地先 小規模治山 柵工 なだれ予防柵 11 m 2022/6/27 Ⅰ
304015505 0016 蘭越町 H26 橋本地先 小規模治山 法枠工 現場吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ 110 m2 2022/6/27 Ⅰ
304015704 0016 蘭越町 H27 橋本地先 小規模治山 柵工 なだれ予防柵 14 m 2022/6/27 Ⅰ
304015705 0016 蘭越町 H27 橋本地先 小規模治山 法枠工 現場吹付ｺﾝｸﾘｰﾄ 108 m2 2022/6/27 Ⅰ
304015801 0073 蘭越町 H28 淀川地区 小規模治山 床固工 コンクリート 24 4.5 1.2 114.5 2017/5/13 Ⅰ
304015901 0073 蘭越町 42 47 55 140 28 9 H29 淀川地区 小規模治山 流路工 その他 41 m H31 Ⅰ
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